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中心 として,実験動物 とくに Ratを中心として
の長期間に飼育された各種の研究より,微量 ミネ
ラルを含めて適正を給与量を推測することによっ
て,実験動物の飼育 を十分をし得ようとしたもの
である｡そして,各研究者の繰返される研究によ
って,ひいては図Aに示 したように,ヒトの健康
に対して外挿できることを期待するものである｡
実験動物
図A 実験動物とミネラル
図1に示 したように,CaとPの比については
各実験者が留意しているため,Ca:P-2:1ま
たはCa:P-1:2の範囲内に入り, しかも適正
結与量が発見される日も近いが,その他の ミネラ
ルについてはまだまだ研究がなされねばならない
(図2-図3参照)0
動物実験の多様を詳細をミネラル研究より,実
験動物の ミネラルの適正摂取量が決まり,ヒトへ
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